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令和 4年 6月 3日（金）18：00～19：30 

生田緑地東口ビジターセンターにて本年度の第 1回運営会議が

オンライン会議を併用して開催されました。 

対面出席者は 37 名、オンライン出席者 5 名、参加者計４２名、

他委任状７名、合計 49名となりました。 

 

◆自然環境保全管理会議 倉本会長就任のお知らせ 

自然環境保全管理会議の互選を経て、倉本会長が就任されまし

た。尚マネジメント会議会長兼任となり負担が増えることから、 

松岡副会長が会長代行として職務を担い、安田副会長もサポー

トをすることとなりました。 

 

◆川崎市行政職の新任挨拶  

今回は、川崎市行政職の異動も多く発表されましたので、建設緑

政局 河合緑政部長、安田整備事務所長他、関係部局より紹介され

ました。 

 

◆新規会員の紹介（行政二部局が追加となりました） 

・建設緑政局緑化フェア推進室 

・建設緑政局緑政部みどりの事業調整課 

 

 

 

 

 

 

オンライン会議は場所を選ばずに実施・参加できるといったメリットもありますが、発言者の表情や仕草な

どから読み取れる情報が対面会議よりも少なくなるため、これまで以上に密にコミュニケーションを取るこ

とが求められる側面もあると思われます。 
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令和４年度 第 1回運営会議を開催しました 

 

会場は通常のロの字型レイアウトとして 

常時会場換気を行いました。 

◆報告・共有事項 

1.春のばら苑の報告 

（5/6-5/22 来場者数 46,774名。前年比 4,386名増と好調でした。） 

2.ナラ枯れ対応についての報告 

3.自然環境保全管理会議からの報告      

4.生田緑地整備事務所が行う主要工事について 

5.川崎市市制 100周年記念事業・全国都市緑化かわさきフェア実行 

委員会について（令和６年１０月中旬から１１月上旬と令和７年３月上 

旬から下旬の２期開催。生田緑地は北部コア会場に設定されました。） 

6.生田緑地ビジョンの改定に向けた検討について 

（令和５年度末の改定に向けて、今年度から検討を進めます。） 

7.ばら苑アクセス路整備に関する希少種の現地調査の報告について 

右：新任挨拶 河合建設緑政局緑政部長 

中：松岡副会長 左：安田副会長（整備事務所長） 

 

令和 4年度に予定する主な工事 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆その他 

1.プロジェクションマッピングの報告と予定について 

2.今年度の生田緑地の看板作成について 

3.各団体からのお知らせ 

 

◆質疑応答（指定管理者への仕様書について） 

・指定管理者の公募に関して、前回と今回で違いはあるのか？ 

・次節にはマネジメント会議の意向も反映できるように準備したい。 

・忘れずにいることが大切。すでに川崎市のＨＰに前回の仕様書が掲載されている。 

・指定管理者さんも意見をいう機会があるとよい。 

・6月上旬には仕様書が公開されます。（川崎市） 

～生田緑地ビジョン基本理念（生田緑地のめざす将来像）～ 

豊かな自然・文化・人・まちが共に息づき 緑がつなげる持続可能な生田緑地の実現 

●お問い合わせ先：生田緑地マネジメント会議事務局 

生田緑地共同事業体 東口ﾋﾞｼﾞﾀｰｾﾝﾀｰ ℡044-933-2300 

川崎市建設緑政局生田緑地整備事務所  ℡044-934-8577 

 

 

◆承認事項 

1.令和 3年度活動計画書、及び令和 2年度活動報告書の承認 ＜承認されました＞ 

※当日間に合わなかった２団体についても、７月のメール会議にて承認されました。 

2.生田緑地の課題についてプロジェクト会議の設立の提案  

1)緑化フェアプロジェクトについて     ＜承認されました＞ キックオフミーティング 6/15開催予定 

令和６年度に開催される全国都市緑化かわさきフェアの基本骨子の説明。実行委員会を立ち上げるので、マネジメント会議の方々にもご参

加いただきたい。「みどりでつなげる、暮らしやすく住み続けたいまち」を目指す将来像とします。 

2)生田緑地ビジョンの改定プロジェクト  ＜承認されました＞ キックオフミーティング 6/16開催予定 

「生田緑地ビジョン」も１０年が経過し、成果と課題の整理が必要であるとともに、登戸の区画整理事業、園内の整備が進み、向ケ丘遊園跡

地の再開発など、公園を取り巻く環境も大きく変化していることから、令和５年度末の改定に向けて、今年度から検討を進めていきます。 

3)自然の経営プロジェクト          ＜承認されました＞ キックオフミーティング 8/ 6 開催予定 

本来の里山は人間が利用することで保全されてきたので、使うことを通じて生田緑地の自然を保全するためのプロジェクトを立ち上げた

いと思いました。自然会議とは違う役割で、より広い範囲の方が参加していただいて、生田緑地の経営的なことを考えてゆくプロジェクト

にしたいと思います。 

令和４年度臨時全体会議の報告 
令和 4年度 7月 9日から 7月 30日にかけて、令和４年度第一回及び第二回の臨時全体会議をメール形式にて

開催しました。議案は、生田緑地マネジメント会議 役員候補者(会長・副会長) の推薦と互選です。 

結果、会長・副会長の両候補者につきまして、以下の通り承認されました。 

生田緑地マネジメント会議 会長   松岡 嘉代子様 

生田緑地マネジメント会議 副会長  倉本 宣様 

なお、任期につきましてはマネジメント会議会則第１１条第３項に基づき、令和５年 3月末となります。 

 

 
 


